
令和６年度 処遇改善加算についての情報公開 

 
「福祉・介護職員処遇改善加算」の所得状況について 

 

社会福祉法人村山苑福祉事業センターでは「福祉・介護職員処遇改善加算」の所得をしています。 

 

福祉・介護職員処遇改善加算 

 福祉・介護職員の賃金改善を目的に平成 24年度（2012年）から障害福祉サービス等報酬に創設さ

れた制度です。キャリアパス要件を満たし、賃金改善計画を策定し職場環境の改善を行った事業所

に対して支給されます。福祉事業センターでは「キャリアパス要件Ⅰ～Ⅴ 月額賃金改善要件Ⅰ、

Ⅲ 職場環境等要件」を満たし「福祉・介護職員処遇改善加算 新加算Ⅰ」を所得しています。 

 

キャリアパス要件 

【要件Ⅰ】 

① 職員の職位、職責又は職務内容等に応じた任用等の要件を定めている。 

② ①に掲げる職位、職責又は職務内容等に応じた賃金体系を定めている。 

③ ①②について、就業規則等の明確な根拠規定を書面で整備し、全ての福祉・介護職員に周知し

ている。 

【要件Ⅱ】 

 ① 福祉・介護職員の職務内容等を踏まえ、福祉・介護職員と意見交換しながら、資質向上のため

の目標及び具体的な計画を策定し研修の実施、又は研修の機会を確保している。 

 ② ①について、すべての福祉・介護職員に周知している。 

【要件Ⅲ】 

 ① 福祉・介護職員について、経験若しくは資格に応じて昇給する仕組み又は一定の基準に基づ

き定期に昇給を判断する仕組みを設けている。 

 ② ①について、すべての福祉・介護職員に周知している。 

【要件Ⅳ】 

 ① 改善後の賃金要件（月額８万円以上又は年額４４０万円以上）を満たす職員の算定要件を満

たしている。 

【要件Ⅴ】 

 ① 福祉専門員配置等加算の算定要件を満たしている。 

 

新加算Ⅰを算定する場合（下記の取り組みの中で、一つ以上の取組を行うこと） 

 ① 入職促進に向けた取組 

   職業体験の受入れや地域行事への参加や主催等による職業魅力向上の取組の実施 

 ② 両立支援・多様な働き方の推進 

   職員の事情等の状況に応じた勤務シフトや短時間正規職員制度の導入、職員の希望に即した 

   非正規職員から正規職員への転換の制度等の整備 



③ やりがい・働きがいの醸成 

  ミーティング等による職場内コミュニケーションの円滑化による個々の福祉・介護職員の気 

づきを踏まえた勤務環境や支援内容の改善 

 

【見える化要件】 

① ホームページへの掲載 

  職場環境等要件の２５項目のうち、実施する取組項目の自社のホームページへの掲載 

 

 

令和６年度職場環境改善への取組 

 ① 入職促進に向けた取組 

   職業体験の受入れや地域行事への参加や主催等による職業魅力向上の取組の実施 

   【実施内容】 

   法人（広報委員会）と連携し、魅力ある職場の情報発信として「動画配信」を行う。 

   第 3者評価（特に良いと思う点）から「動画を活用してわかりやすく事業所情報を提供し 

会計・苦情・第 3者評価の結果を示して利用者希望者が参考できるように配慮している」など 

取組を評価された。又、就労継続支援 B型・就労移行支援の動画再生回数が１万回を超えてお

り、魅力発信として引き続き活用する。 

地域貢献（地域行事）として「コドモナツマツリ・ふりば」など利用者・職員が地域交流の図

れる場を提供した。（東京都地域公益活動推進協議会へ取組事例として報告） 

  

 ② 両立支援・多様な働き方の推進 

   職員の事情等の状況に応じた勤務シフトや短時間正規職員制度の導入、職員の希望に即した 

   非正規職員から正規職員への転換の制度等の整備 

   【実施内容】 

   人材育成やキャリアパスについて職員面談を行い、非正規職員から正規職員への転換にチャ

レンジできることを周知する。 

 

③ やりがい・働きがいの醸成 

  ミーティング等による職場内コミュニケーションの円滑化による個々の福祉・介護職員の気 

づきを踏まえた勤務環境や支援内容の改善 

【実施内容】 

法人として職員育成に向けたマネジメント研修を実施（管理職・主任等 4名参加）。１on１を 

職員面談に取り入れ、キャリアパスを意識して人材育成に取り組んだ。 

第 3者評価（特に良いと思う点）から「事業所職員は利用者とのコミュニケーションの機会を 

増やすため様々な取り組みを実践している」など、職務を通じて職員個々の業務成果も評価し 

「やりがい・働きがい」の醸成に努めている。 

 


